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国内初であり、世界的にも類を見ないスケールでの岩石蓄熱技術の

実証試験に向け、共同研究先とともにチャレンジしています。

実証試験は順調に進んでおり、よい成果が期待できそうです。

01 技術開発の背景・目的

02 岩石蓄熱の特長・用途

03 社会実装に向けた取り組み

04 研究者より 技術開発本部 電力技術研究所

機械グループ 山田専任課長

太陽光発電など天候により出力が変動する再エネの大

量導入に伴って生ずる、電力需給ギャップを埋める蓄エ

ネルギー技術が、再エネ拡大に向けた重要な鍵となると

ともに、喫緊の課題です。

環境性、経済性および信頼性において優位性が見込ま

れる岩石蓄熱技術に着目し、同技術を用いた蓄エネル

ギーマネジメント技術の研究を進めています。
１日の電力需給イメージ

多種多様な蓄エネルギー技術がある中で、岩石蓄熱

は、大規模、かつ、エネルギー入力・出力の時間間隔

は１時間から１日程度の範囲を得意としています。実

用化が進んでいる蓄電池と比較して次のメリットがあ

ります。

【経済性】蓄エネルギー容量が大きいほど単位当たり

の設置コストが低くなるため、系統級での

利用が見込まれます。

【汎用性】コバルトやニッケルなどのレアメタルを必

要とする蓄電池に対し、岩石蓄熱は自然石

等の汎用材料を有効利用します。 岩石蓄熱の位置づけ

・2024年11月、静岡県島田市、株式会社東芝および

新東海製紙株式会社と協定を結び、新東海製紙島田

工場において熱容量10MWh級の岩石蓄熱試験設備

（右図）を用いた技術実証試験を行っています。

・2025年3月、岡崎市および株式会社東芝と協定を結

び、岡崎市への岩石蓄熱およびエネルギーマネジメ

ント技術を用いたプラント導入へ向けた検討を実施

中です。

10MWh級実証試験設備(運転中)

岩石蓄熱技術の実証研究
〜自然にやさしい蓄エネルギー技術〜

（株）東芝

新東海製紙（株）

静岡県島田市＜協力者＞

愛知県岡崎市＜協力者＞

共 同 研 究 先

研究担当部署 中部電力（株）技術開発本部 電力技術研究所機械グループ
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岩石蓄熱500kWh級試験設備(2021)

岩石蓄熱10MWh級実証設備(2026)

蓄熱時 放熱時

蓄熱時 放熱時

冷空気

熱空気

環境省からの委託により、静岡県島田市の新東海製紙（株）敷地内にて

10MWh級実証試験設備を運転中です。

エネルギーマネジメントシステムの働きにより自動的に蓄熱と放熱のパ

ターンを生成して運転し、工場に蒸気を供給しています。

本研究は、以下の委託業務により推進しております：
◦環境省：「令和３年度 岩石蓄熱技術を用いた蓄エネルギー・サービス事業の実現可能性評価・検証 委託業務」成果
◦環境省：「令和４年度 岩石蓄熱技術を用いた蓄エネルギー技術評価・検証事業委託業務」成果
◦環境省：「令和５年度 岩石蓄熱技術を用いた蓄エネルギー技術評価・検証事業委託業務」成果
◦環境省：「令和６年度 地域共創・セクター横断型カーボンニュートラル技術開発・実証事業委託業務」成果
◦環境省：「令和７年度 地域共創・セクター横断型カーボンニュートラル技術開発・実証事業委託業務」成果
◦環境省：「令和８年度 地域共創・セクター横断型カーボンニュートラル技術開発・実証事業委託業務」受託
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環境省からの委託により500kWh級試験設備を設置し、2021年より岩石蓄熱槽の熱挙動解析などさまざまな

試験を行いました。
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